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言葉の力
福島・松本　真奈
　テレビのニュースや新聞で毎日のように、いたましい事件や事故のことが報道されている。最近は、何人もの命が一瞬で無くなってしまうような事件について聞くことが多くなったような気がする。
　どうしてそういう事件が、この世の中から無くならないのだろう。どうして人の命を簡単にうばうようなことをする人がいるのだろう。わたしの周りでは、そういうことはないのに…。最近、そういうことを考えることが多い。

　わたしの周りで、人を傷つけたり、命をうばったりするような事件は起こらない。でも、絶対に起こらないと、本当にそう言い切れるだろうか。

　わたしたちの身の回りにも、人を傷つけ、命をうばってしまうものがたくさんある。包丁やナイフ、薬、車…。考えただけで数えきれない。でも、それらを使って人を傷つけたり、命をうばったりするような事件は、わたしの身の回りでは起きていないと思う。しかし、もっと簡単に人を傷つけ、命をうばってしまうかもしれない、とても身近で、日常生活でたくさん使っているものがある。それは、「言葉」だ。
　前に、わたしのクラスで、時々聞く言葉があった。「じゃま。」「うざい。」「近寄ってこないで。」など、その言葉が聞こえてくるだけでいやな気持ちになる。言われた人はどんな気持ちなのだろうか。言っている人は、自分が言われた時、どんな気持ちになるか想像して言っているのだろうか。いつもと変わらない表情で言っている人、笑いながら言っている人を見かける。たったこの言葉一つで、その人のことを傷つけてしまえば、それは「いじめ」になると思う。

　「いじめ」が原因で、自殺してしまったニュースを何度も聞いたことがある。どんなひどいことをされ、どんな気持ちになって自殺してしまったのか分からないけど、もし、自分がいじめられたらどうなるか、想像してみる…。

　いやな言葉を言われ、助けてくれる友達もなく、きっと学校に行きたくなくなってしまうと思う。学校に行かなければいけないと思っても、友達にまたいやな言葉を言われるのがこわくて、ずっと学校に行けなくなってしまうかもしれない。不安とどうにもならない気持ちでいっぱいになってしまう。

　わたしも、人の気持ちを考えずに言ってしまった言葉がある。それは、体育の授業の時だった。突然、転んでしまった友達がいた。今にも、泣き出しそうになっていた時、
「それぐらいで，泣いちゃうの。」

と言ってしまった。その友達の痛みや気持ちも考えず、思わず言ってしまった。わたしの言葉で、さらに、心をも傷つけてしまった。もっと気の利いた言葉があったのではないだろうか。その時の友達の気持ちを理解してあげ、逆に元気づけるような言葉はなかったのだろうか。

　人の気持ちを考えず、その人を傷つけてしまう言葉、「ちくちく言葉」逆に、言われた人も、言っている人も、心が温かくなる言葉、

「あったか言葉」

　わたしたちの学校では、今、あったか言葉を増やし、進んで使っていこうとがんばっている。「だいじょうぶ？」「おしかったね。」「すごいね。」しょんぼりとした顔を笑顔にさせるような言葉。このような温かい言葉をみんなが使って、どんどん広げていけば、絶対に「いじめ」は起こらないと思う。まずは、こういう言葉がたくさんあることに、いろいろな人に気づいてほしい。そして、みんなで「あったか言葉」を使い、広げていくことで、いろいろな人たちが気持ちよく過ごせるのではないだろうか。そうすれば、人を傷つけてしまうことも減り、人をいじめてしまうということも無くなっていくと思う。　
　スポーツ少年団で、卓球の練習をしている時、練習をしないで、遊んでいる下級生がいた。わたしは、六年生として注意しなければいけないと思い、「何で練習しないで遊んでいるの。」と言おうとしたが、「あったか言葉」のことを思い出した。
「一緒に練習やろう。」

すると、その子は、笑顔で練習を始めてくれた。たったこれだけのことで、人の気持ちや行動が変わるなんて。言葉には、大きな力があると感じた。

　自分が、人に対して使っている言葉をもう一度ふりかえってほしい。「あったか言葉」をかけてもらったり、かけたりする喜びを感じてほしい。わたしたち一人一人が「あったか言葉」を使い、広げていくことで、いじめだけでなく、学校も、町も、社会も変わっていくと思う。小さいことだけど、言葉の力が、世の中を変えていくのではないだろうか。
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